
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

鶴巻小学校の子どもたちへ 

 今日で１学期が終わりました。今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、 

６月から正式に学校が始まり、１学期に学校へ通った日は３９日間でした。５月の登

校日３日間を加えても４２日間の学校生活です。それでも私はとても長く感じた１学

期でした。みなさんはどうでしたか。 

毎朝、体温を測って記録し、マスクをつけての登校。換気や手洗いを十分に行い、

３つの密（密閉、密集、密接）を避けての学校生活はとても気を遣ったことと思いま

す。また、楽しみにしていた行事や部活動などが実施できず、とても残念だったこと

でしょう。みなさんの我慢や協力のおかげで、１学期の間、鶴巻小学校では、大きな

怪我や病気もなく、健康な毎日が送れました。みなさんの頑張りに感謝します。あり

がとうございました。８月２４日（月）からの２学期も９７名全員が元気に登校して

くることを期待しています。健康に気をつけて、楽しい夏休みを過ごしてください。 

 

 

 

 

鶴巻小だより 
学校教育目標：夢と希望に向かってチャレンジする子ども 旭市立鶴巻小学校 

学校だより第９号 

令和２年 

７月３１日 

めざす子ども像：よく学び よく遊び よく笑い よく働く 

保護者の皆様へ 

 ４月から７月までの４ヶ月間、学校へのご支援ありがとうございました。４月、５月

の臨時休業中は、毎日、家庭で過ごす子どもたちを支えていただき、誠にありがとうご

ざいました。また、教科書を学校まで取りに来ていただいたり、学校から配られた家庭

学習の課題を一緒に行ってくださったり、毎週のメールアンケートにお答えいただい

たり、様々なご支援、ご協力、心より感謝申し上げます。 

 ６月に学校が再開されてからは、毎朝の検温やマスクの着用などにご協力いただき

ました。さらには、お忙しい中、授業参観や個別面談への参加、ありがとうございまし

た。限られたわずかな時間でしたが新しい学校生活様式の中での子どもたちの様子が

少しでも伝わっていれば幸いです。２学期からも保護者の皆様のご支援、ご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

７月１０日（金）一日も早いコロナの終息を願って、

鶴巻小に疫病退散の妖怪アマビエがやってきました。 

制作者の斉藤俊一さんと一緒に「疫病退散！」

アマビエは旭市内の学校を巡りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の皆様へ 

 安全安心な学校づくりのため、環境整備や事故防止にご尽力いただき、誠にあり

がとうございました。広大な敷地と素晴らしい自然環境に恵まれた鶴巻小学校。こ

の美しい環境があってこそ、子どもたちの健やかな成長が育まれると感じていま

す。学校だより第３号、第８号でもお知らせしましたが、例年実施している地区の

奉仕作業がコロナ対応で中止になる中、地区役員の方々に除草や樹木の剪定など

をお骨折りいただきました。 

また、子どもたちの事故や事件の未然防止にもご協力いただきました。朝の交通

安全指導や防犯指導では、鶴巻駐在所の巡査長をはじめ、地区の交通安全協会の

方々やシニアクラブの方々、ＰＴＡ役員の方々、防犯指導員の方など、多くの方々

が日替わりに街頭指導を実施してくださいました。 

関わってくださった方々との話の中で、どの方も地域を愛し、鶴巻小学校を大切

に思ってくださる気持ちが伝わってまいりました。鶴巻小学校は、地域に支えら

れ、温かく見守られていることを強く実感いたしました。 

これからも様々な面でご支援ご協力をいただくことがあると思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴巻駐在所巡査長の交通指導 シニアクラブの見守り活動 

交通安全指導員の交通指導 防犯指導員の防犯活動 


